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【表紙写真】二十三夜塔 

表紙の写真は二十三夜塔といって、清水地区にある亮昌寺の下を流れるホロナイ川のほとりにあ

ります。ここはかつて旧国道の分かれ道で、塔には「二十三夜塔」の文字のとなりに「左 べんべ

（現在の豊浦町）」、「右 になるか（現在の洞爺湖町成香・香川）」と刻まれており、道しるべとし

ても使われていたことがわかります。 

この塔は大正元年 11月に建立されました。二十三夜塔は、別名「月待塔」ともいわれています。

「月待」とは、十五夜、十六夜、十九夜、二十二夜、二十三夜などの特定の月齢の夜、飲食を共に

したあと、経などを唱えて月を拝み、悪霊を追い払うという民間信仰に基づく行事です（このよう

な宗教的な行事を「講」といいます）。この中で特に普及したのが二十三夜講です。旧暦 23日は夜

10時から 11時くらいに月が出ますので、講は深夜に及んだと伝えられています。 



 

 - 1 - 

洞爺湖町の概要 

 

 

 
 

 

 

北海道南部の「支笏洞爺国立公園」区域にあり、総面積は 181 平方キロメートルあり 

ます。平成 18 年 3 月 27 日に虻田町と洞爺村が合併し、「洞爺湖町」として生まれ変わり

ました。 

 東には伊達市、壮瞥町、西は豊浦町に接し、湖（洞爺湖）と山（有珠山）と海（噴火

湾）に囲まれた自然豊かな町です。 

 この地域は気候温暖な地方で北海道の湘南地方と呼ばれ、交通の便もよく観光資源に

も恵まれていることから北海道有数の観光地となっています。また、漁業、農業も盛ん

な町となっています。 

 

    町  章         町の木・町の花 

                        町の花 「すみれ」 

 「つつじ」 

 

                        町の木 「さくら」 

 「ななかまど」 

                    
 

洞 爺 湖 町 民 憲 章 
 わたしたちは、美しい洞爺湖、みのり多き台地、さち豊かな内浦湾にい

だかれた洞爺湖町の町民です。 

 恵まれた環境と先人の偉業を受けつぎ、洞爺湖町民としての誇りをもち、

豊かで美しくしあわせな未来を築きます。 

○豊かな自然と郷土を愛し、美しいまちをつくります。 

○地域に根ざした産業を生み育て、活力あるまちをつくります。 

○人々が輝き交流と文化が香る、生涯学習のまちをつくります。 

○健やかな心と体を育て、生きがいのあるまちをつくります。 

○人権を大切にし、安全で平和なまちをつくります。 

平成 19 年 7 月 1 日制定 

 

 

洞爺湖町の「と」の字をモ

チーフに「恵の洞爺湖」と「澄

みきった大空」を図案化しま

した。雄大な風景をデザイン

に取り入れ、洞爺湖町の「元

気」を表現しました。 
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第２次洞爺湖町の教育目標と教育ビジョン 改訂版 

（計画期間：平成 29 年度～令和 8年度） 

【教育理念】 

■自然豊かな大地で、自立の精神にあふれ、夢や希望の実現に挑戦し、これからの社会を担う人を育む 

■心豊かに、ともに支え合い、ふるさとに誇りを持つ人を育む 

【教育目標】 

■確かな学力、健やかな身体、豊かな人間性を育み、自立した生き方を支える教育の推進 

■家庭・地域の教育力を育み、地域特性を生かし、社会全体で子どもたちを守り育てる体制づくりの推進 

■社会教育・芸術文化・スポーツを通し、協働的で潤いのある地域づくりのための生涯学習の推進 

■教育全体を支える自然、歴史、文化、産業等の地域特性を生かしたふるさと教育の推進 

基本目標  基 本 方 向 
   

基本目標１ 

 ＳＤＧｓ・ＥＳＤの推進 

 基本方向１ 

ＳＤＧｓ・ＥＳＤの推進 

視点１ ＳＤＧｓ・ＥＳＤへの対応 

  
 

  

基本目標２ 

 子育てをしやすい環境整

備の推進 

 基本方向１ 

 子育て支援対策の推進 

視点１ 子育て支援の充実 

   

基本目標３ 

 社会で活きる実践的な力

の育成 

 基本方向１ 

 生きる知恵につながる確かな学力を

育む、自立した生き方を支える教育の

推進 

基本方向２ 

 社会の変化に対応し、新しい時代を切

り拓く力を育む教育の推進 

視点１ 確かな学力の向上をめざす教育の推進 

視点２ コミュニケーション能力を育む教育の推進 

視点３ 特別支援教育の推進 

 

視点１ グローバル化への対応と地域間交流の推進（伝統

や文化を大切にする教育、国際理解教育の充実及

び地域間交流の推進） 

視点２ 防災教育、情報教育の充実 

視点３ 環境教育の推進 

視点４ 高等学校教育の確保 

 

    

基本目標４ 

 豊かな心と健やかな身体

の育成 

 基本方向１ 

 豊かな人間性と感性を育む教育の推

進 

 

 

基本方向２ 

 心身の健やかな成長を促す教育の推

進 

視点１ 豊かな心を育む教育（道徳教育）の推進 

視点２ 読書活動の推進 

視点３ 体験的な活動の充実 

視点４ 生徒指導・教育相談の推進 

 

視点１ 体力・運動能力の向上 

視点２ 食育・健康教育の推進 

視点３ 福祉教育・ボランティア活動の推進 

視点４ 安全教育の推進 

視点５ 学校関連施設・設備の整備 

 

    

基本目標５ 

 信頼される学校づくりの

推進 

 基本方向１ 

 魅力ある学校づくりの推進 

視点１ 開かれた学校づくり 

視点２ 特色ある学校づくり 

視点３ 幼保・小・中・高の連携 

視点４ 教職員の資質・能力の向上等 

視点５ 学校力の向上 

    

基本目標６ 

 地域全体で子どもたちを

守り育てる体制づくりの

推進 

 基本方向１ 

 家庭教育力の向上への支援の充実 

 

基本方向２ 

 地域で子どもたちを育てる環境づく

りの推進 

視点１ 家庭の教育力の向上 

 

 

視点１ 地域の教育力の向上 

視点２ 子どもたちの安全を確保する体制づくり  

    

基本目標７ 

 生涯学習社会の推進 

 基本方向１・視点１ 

 学んだ成果を生かす生涯学習の推進 

 

基本方向２・視点１ 

 潤いのある地域づくりを目指した社会教育

の推進 

基本方向３・視点１ 

文化・芸術活動の推進 

 

基本方向４・視点１ 

  健康づくり・スポーツ活動の推進 

 

 

 



 

 

 

 

Ⅰ 教育行政
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１ 歴代教育委員長・教育長、現教育委員 
 

歴代教育委員長・教育長 

旧 虻 田 町 旧 洞 爺 村 

教育委員長 教育長 教育委員長 教育長 

佐々木正道 佐々木正道 安住 尚志 佐長 眞夫 

中野 俊雄 水合喜久男 佐長 眞夫 佐野 耕三 

谷山 雄蔵 石崎 美彦 安住 尚志 髙橋 秋男 

笠谷 教尊 岩崎  章 志賀 辰雄 福司  重 

金沢 清二 大和  茂 宮内 順一 桑原  敏 

宮田 栄一 室谷 敏男 蓮井  勇  

三浦 昭三 小弾正昭男   

若狭 洋市 濱坂 優之   

横山  正 木村 利正   

洞 爺 湖 町 

教育委員長 教育長 

蓮井  勇 H18.5.18～H26.5.17 木村 利正 H18.3.27～H20.5.17 

岩原 義美 H26.5.18～H28.5.17 真屋 敏春 H20.5.18～H22.2. 5 

  綱嶋  勉 H22.5.18～H28.5.17 

  ※ 岩原 義美 H28.5.18～H28.6.13 

  遠藤 秀男 H28.6.14～R1. 6.13 

  ※ 岩原 義美 R1. 6.14～R1. 6.19 

  皆見  亨 R1. 6.20～R4. 6.19 

  渋川 賢一 R4. 6.20～ 

※ 職務代理者 

 現教育長・教育委員 

役職名 氏  名 委員就任年月日 任  期 備  考 

教育長 渋川 賢一 R4. 6.20～ R7.6.20～R10.6.19  

委 員 吉田  聡 H26.5.18～ R4.5.18～R8.5.17 職務代理者 

委 員 来栖 由喜 H26.5.18～ R4.5.18～R8.5.17  

委 員 岡本 里佳 H28.5.18～ R6.5.18～R10. 5.17  

委 員 岩﨑 義久 R3. 5.18～ R7.5.18～R11.5.17  
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２ 教育委員会行政機構        （令和７年４月１日現在） 

 

 

 

                  教育推進課     総務係、学校教育係、教育政策係 
 
                                虻田小学校 
                                洞爺湖温泉小学校 
                                とうや小学校 
                                虻田中学校 
                                洞爺中学校 
                                 
 
教 育 長   教育指導参与 
 
                            学校給食センター係 
                                 
                                虻田給食センター 
                                洞爺給食センター 
                             
                              
                              
                              
                  社会教育課     社会教育係、文化・スポーツ係 
                                 
                                虻田ふれ合いセンター  

                         あぶた母と子の館 
                                洞爺総合センター 
                                あぶた読書の家 
                                みずうみ読書の家 
                                あぶた体育館 
                                虻田テニスコート 
                                洞爺湖町プール 
                                学校水泳プール  
                                 
                                 
 
 
                            文化財係、洞爺湖芸術館 
                                 
                                入江・高砂貝塚館 
                                入江・高砂貝塚公園 
                                虻田郷土資料館 
                                洞爺郷土資料室 
                                洞爺湖芸術館 
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３ 令和７年度教育行政執行方針 
 

令和７年度の教育委員会所管の主要な方針について申し上げます。 

 グローバル化や多様性の進展、情報技術の発展や生成ＡＩの普及、さらには少子高齢化によ

る人口減少など、社会環境の急速な変化に伴って、将来を見通すことがますます困難な時代を

迎えています。 

このような中にあって、子どもたちには、一人一人が自らの可能性を広げ、他者を尊重し協

働しながら様々な困難を乗り越え、持続可能な社会の創り手としての力を確実に身に付けるこ

とができる質の高い教育を実現するとともに、町民の皆さまには、自らの個性や能力を生かし

ながら社会活動に参画し、生涯を通じて生き生きと学び続けることができる豊かな学びの環境

づくりを積極的に進めていく必要があります。 

本年度の教育行政推進に当たっては、引き続き、教育現場や町民の皆さまと手を携えながら、

教育環境の改善と更なる充実に向け全力で取り組んでまいります。 

以下、「洞爺湖町の教育目標と教育ビジョン」の体系に沿って主な方針を申し上げます。 

  

第１は、ＳＤＧｓ・ＥＳＤの推進であります。 

 現代社会の問題を自らの問題と捉え、「生涯にわたって学びを深める持続可能な社会の創り手

を育む教育」（ＥＳＤ）の重要性を再認識し、子どもから大人まで「誰一人取り残さない」を理

念としたＳＤＧｓの目標である質の高い教育を受け続けることが極めて重要なことであること

から、教育行政全般にわたり、これらの理念を踏まえた施策の推進に努めてまいります。 

 

第２は、子育てをしやすい環境整備の推進であります。 

 未来を担う子どもたちが健やかに成長していけるよう、安心して子育てできる環境づくりに

向けた支援の充実に努めてまいります。 

そのため、中学校入学時における制服、ジャージ等の購入費用や高校生の通学費等への一部

助成を継続してまいります。また、町育英資金貸付・給付事業及び就学支援事業につきまして

は、更なる制度の理解と周知を図りながら、進学、就学を支援してまいります。 

また、幼稚園、保育所、小学校が、子どもの成長に関する情報を共有したり、幼児と児童が

相互に交流する機会を設けたりするなど、発達や学びの連続性を保つ連携を推進してまいりま

す。 

 

第３は、社会で活きる実践的な力の育成であります。 

子どもたちが、これからの予測困難な社会を力強く生き抜いていけるよう、技術革新に対応

する情報活用能力や国際社会の一員として求められるコミュニケーション能力など、社会の変

化に主体的に対応できる実践的な力の育成に努めてまいります。 

そのため、専門的教育職員としての教育指導参与を中心に、教育指導専門員、学習支援員、

外国語指導助手（ＡＬＴ）を引き続き配置し、学校運営や授業の改善・充実に向けた取り組み

を進めてまいります。 

確かな学力の育成につきましては、大学教授等を招いた研修会や授業改善を目的とした研修

の機会を通じて教員の指導力向上に努めるとともに、町単独の学力検査や子どもたちの学習意

欲を高め資格取得を促す各種検定料の助成などを継続してまいります。    

また、国が進めるＧＩＧＡスクール構想の下、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な取

り組みが実現できるよう、１人１台のタブレット端末の活用を一層充実させるとともに、各家
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庭への持ち帰りが定着したことから、理解度に応じて反復学習などができるＡＩドリルを活用

しながら家庭学習の習慣化を進めるなど、児童生徒一人一人の確かな学力の育成を図ってまい

ります。 

特別支援教育につきましては、各教科等の授業は通常の学級で行いつつも、障がいに応じた

特別な指導を加配措置された巡回指導リーダー教員が行う北海道教育委員会のモデル事業を継

続するとともに、学習面や生活面において教育上特別な配慮を要する児童生徒に対して支援を

行う特別支援教育支援員や介護員の配置、教育支援委員会、専門機関、町の関係部署などとも

連携を図りながら、子ども一人一人の状況や保護者の願いに寄り添った支援を充実させてまい

ります。 

ふるさと教育につきましては、洞爺湖町について学んだことをもとに自らの考えを発表する

機会を設けるなどしながら、生まれ育ったふるさとへの誇りと愛着を持つことができるよう学

校と連携してまいります。 

また、世界に誇る２つの遺産「洞爺湖有珠山ジオパーク」「北海道・北東北の縄文遺跡群」の

入江・高砂貝塚の積極的な活用を進めるとともに、姉妹都市である箱根町との中学生同士の親

善交流に加えて、小学生同士のオンラインでの交流学習を通して、ふるさと意識を高め、地域

社会の一員としての自覚を深める取り組みを推進してまいります。 

防災学習につきましては、避難所開設体験学習や１日防災学校、噴火遺構の見学などを関係

機関と連携して行ってまいります。 

虻田高等学校につきましては、虻高未来づくりフォローアップ活動推進委員会との連携を継

続するとともに、洞爺湖町の基幹産業の一つである観光業の特色を活かした魅力ある学校づく

りに向けた支援に取り組んでまいります。 

 

第４は、豊かな心と健やかな身体の育成であります。 

子どもたちが心豊かで健やかに成長するよう、人を思いやり、善悪を判断し、命や自然を大

切にする心などを育むとともに、生涯を通じて健康に過ごすことができる健やかな身体の育成

に努めてまいります。 

そのため、学校教育全体を通じて行う道徳教育はもとより、各教科や特別活動等を通じて、

豊かな道徳性や自治的活動の意義、人権意識などが深く浸透していくよう、各学校の取り組み

を支援してまいります。また、「洞爺湖子ども芸術文化フェスティバル」を通じて、質の高い芸

術文化に触れる機会の提供に努めてまいります。 

いじめ、不登校等につきましては、学校、家庭、地域及び関係機関との連携により適切な対

応に努めてまいります。 

特に、いじめへの対応につきましては、「洞爺湖町いじめ防止基本方針」に基づき全ての児童

生徒が安心して学校生活が送れるよう、いじめアンケート調査のほか、学校生活における児童

生徒個々の意欲や満足度などを示す「ハイパーＱＵ検査」を全学年で継続するとともに、いじ

めの未然防止やいじめ見逃しゼロ、加えて早期解消に取り組んでまいります。 

不登校等への対応につきましては、学校や教育指導専門員、スクールカウンセラー、スクー

ルソーシャルワーカー、関係機関との連携を密にして児童生徒や保護者の悩み、不安等に寄り

添う支援を進めるとともに、教育指導専門員による読書の家での学習支援にもつなげてまいり

ます。 

健康・体力の保持増進につきましては、運動の日常化や全学年での新体力テストの実施を促

すとともに、むし歯予防のためのフッ化物洗口事業を継続してまいります。 

学校給食につきましては、衛生管理を徹底し、栄養バランスのとれた安全で安心な給食を安

定的に提供するとともに、災害時を想定した防災給食の提供や、財田米など洞爺湖町産の食材



- 7 - 
 

を活用した地産地消の魅力ある献立の工夫に取り組むとともに、食物アレルギー事故防止の徹

底に努めてまいります。また、食育につきましては、計画的な食育指導により、子どもたちが

食に関する正しい理解や望ましい食習慣など、食への知識や関心が高まるよう取り組むととも

に、食品ロスの削減、食文化の伝承等の取り組みを進めてまいります。併せて、給食費につき

ましては、高騰する物価への対応として一定額の補助を継続するとともに、公会計移行に向け

た準備を整えてまいります。 

老朽化した学校施設や給食センター等につきましては、適切な維持管理を継続しつつ、洞爺

湖町教育行政審議会からの答申を踏まえ、優先度を考えながら個別の検討組織を立ち上げるな

どして一定の方針を示してまいります。中でも特に老朽化の著しい虻田中学校の校舎につきま

しては、令和８年４月より虻田小学校の余裕教室に移転するため、普通教室、特別支援教室、

生徒用トイレ等の改修工事を本年度実施してまいります。 

熱中症対策につきましては、子どもたちの命を最優先に考え、各学校と連携して夏冬休みの

日数を適切に割り振るとともに、普通教室、特別支援教室、職員室等へのエアコン設置を進め

てまいります。 

 

第５は、信頼される学校づくりの推進であります。 

地域に開かれ、地域から信頼される学校づくりが進むよう、学校、家庭、地域社会がそれぞ

れの役割と責任のもと、相互に協力し、補完し合いながら社会総がかりで子どもたちの育成に

当たる体制づくりに努めてまいります。 

そのため、学校運営協議会（コミュニティスクール）の活動を通じて、保護者や地域の方々

が学校運営に参画しやすい環境を整えるとともに、地域が一体となって子どもの学びや育ちを

支えていく各協議会の活動を引き続き支援してまいります。 

教職員の研修機関として位置付けてきた洞爺湖町教育研究会につきましては、洞爺湖町にお

けるこれからの学校教育の振興を総合的に勘案し、洞爺湖町教育研究所として新たに体制を整

備し、「小中一貫教育」や「ふるさと教育」、「外国語教育」、「特別支援教育」などを柱としなが

ら、教職員の指導力や資質の向上、教育に関する専門的・技術的事項の調査研究などを進めて

まいります。 

小中一貫教育につきましては、これまでの講演会やアンケート等の取り組み、更には洞爺湖

町教育行政審議会からの答申を踏まえ、導入に向けた検討組織を本年度の早い段階で立ち上げ、

導入時期なども含めて教育委員会としての方針を示してまいります。 

教員の働き方改革につきましては、校務支援システムやデジタル技術を活用して学校教育を

より良く変革する校務の DX 化を進めるとともに、学校閉庁日の設定、非接触で電子認証ので

きる FeliCa カードの導入による勤務時間の見える化、防犯カメラや校舎の機械警備の導入など

を進めてまいります。 

また、教職員に対するストレスチェックを継続するとともに、中学校の部活動につきまして

は、将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術に親しめる環境の整備を目指し、令和８年度から

の実施に向け「洞爺湖町部活動地域移行検討委員会」において引き続き検討を進めてまいりま

す。 

 

第６は、地域全体で子どもたちを守り育てる体制づくりの推進であります。 

時代や社会構造の変化に伴い、地域の教育力の低下などが叫ばれる現状を改善するために、

家庭と地域の結び付きを深め、地域全体で子どもを守り育てる機運の醸成に努めてまいります。 

そのため、生活リズムの向上を目的とした「早寝早起き朝ごはん運動」の啓発活動や７か月

健診時に絵本を提供する「ブックスタート事業」を実施するとともに、家庭教育に関する情報
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提供や親同士の仲間づくりの機会を提供する「子育てセミナー」を実施してまいります。 

通学路につきましては、洞爺湖町通学路等安全推進会議における検討内容等を踏まえ、地域

の方々や関係機関などと協力しながら児童生徒の安全確保に努めてまいります。また、交通安

全教室などを通して危険を予測し回避する意識や能力を高めるとともに、防犯協会などの協力

をいただき、地域で子どもを守り育てる体制づくりを進めてまいります。 

 

第７は、生涯学習社会の推進であります。 

「第４次洞爺湖町社会教育中期計画」に基づき、町民一人一人が自ら進んで学習でき、生涯

を通じて健康で文化的な生活を送ることができる生涯学習社会の実現に努めてまいります。 

そのため、生涯学習の推進につきましては、いつでも自由に学習機会を選択して学ぶことが

でき、その成果が適切に評価され、地域の中で活かされるよう、洞爺湖町の特性に対応した学

習環境の充実と学習資源の活用に努めてまいります。 

少年の学びにつきましては、「洞爺湖ＧＥＮＫＩＤＳ」事業における自然・社会体験学習や異

年齢・異世代間の交流を通じてコミュニケーション能力の向上や思いやりの心を育むとともに、

各種事業を通じてリーダーの育成を図ってまいります。また、友好都市、香川県三豊市との「ふ

るさと・ふれあい・フレンドリーツアー事業」につきましては、相互に訪問し合う子どもたち

の交流を通じて両市町の友好関係が一層深まるよう内容の充実に取り組んでまいります。 

地域未来塾事業につきましては、小中学生を対象にデジタル教材等を活用した学習機会を放

課後に提供し、基礎学力の向上や学習習慣の定着を促してまいります。また、ＩＣＴ遠隔教育

事業につきましては、中学校３年生を対象に進学等の対策として、学校、地域と連携した取り

組みを進めてまいります。 

成人の学びにつきましては、地域活動に必要な人材を育成するため、自主的・主体的に行う

研修などの支援を継続するとともに、地域活動への参加や幅広い学習機会の提供を通じて交流

の促進を図ってまいります。 

高齢者の学びにつきましては、「いきいき学園」を中心に、健康づくり、生きがいづくり、仲

間づくりを進めてまいります。また、高齢者の豊かな人生経験、職業経験を地域で生かせるよ

う支援するとともに、少年の学びと関連させた異世代交流を実施してまいります。 

 

次に潤いのある地域づくりを目指した社会教育の推進であります。 

読書活動につきましては、「第４次洞爺湖町子どもの読書活動推進計画」に基づき、子どもの

みならず町民全体が読書に親しみ、感性を磨き、人生をより豊かに過ごせるよう「読書の家」

を中心に取り組みを進めてまいります。また、読書感想画・読書紹介文事業につきましては、

関係団体の協力を得ながら引き続き実施してまいります。 

男女共同参画社会の形成につきましては、「洞爺湖町男女共同参画計画」に基づき、講演会の

開催や広報誌等による啓発を通じて男女共同参画社会の実現に向けた意識や気運を高めてまい

ります。 

地域とともにある学校づくりを推進する地域学校協働活動につきましては、各学校運営協議

会と連携しながら学校支援ボランティアによる活動の促進を図ってまいります。 

芸術・文化活動の推進につきましては、町内文化団体等との連携を図りながら、子どもから

大人まで優れた芸術文化に親しむ機会や各種サークルなどが日頃の活動成果を発表する機会の

提供に努めてまいります。 

洞爺湖芸術館につきましては、洞爺湖芸術館あり方検討委員会においていただいた意見をも

とに、所蔵作品の適正な保存・管理も含め、町民の皆さまに親しまれる芸術館の運営や活用の

方針についてとりまとめてまいります。 
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文化遺産の保全・活用につきましては、遺跡や郷土資料、伝統文化など、町内文化財に対す

る理解を深める機会の充実や文化財関係団体の支援を行い地域に根ざした文化の継承に努めて

まいります。 

世界文化遺産に登録された「北海道・北東北の縄文遺跡群」につきましては、入江・高砂貝

塚を中心に周辺景観を含めた適切な保全に努めるとともに、「ルート３７の世界遺産 JOMON」

として伊達市北黄金貝塚との連携を一層強化し、縄文文化の価値を広く町内外に周知する取り

組みを進めてまいります。 

入江・高砂貝塚につきましては、アプタ・フレナイの会を中心とした体験学習や講座等の開

催、TOYAKO 縄文ガイドの会の活動の充実など支援団体との連携を図ってまいります。 

虻田郷土資料館並びに洞爺郷土資料室につきましては、今後も地域ごとの特色ある資料の収

蔵と適切な保存、展示に努めるとともに、子どもたちが郷土の歴史に対する知識と理解を広げ

ることができるよう、学校教育と連携を図った活用を進めてまいります。 

埋蔵文化財につきましては、開発行為に伴う調査業務の適切な実施など遺跡の保護に努めて

まいります。 

町内の指定文化財につきましては、適切な保存と活用に努めるとともに、町内３地区の獅子

舞保存会の活動を支援してまいります。 

スポーツ活動の推進につきましては、体育協会などの関係団体やスポーツ推進委員との連携

の下、スポーツをとおした仲間づくりや健康・体力の保持増進を図るとともに、多世代が楽し

めるニュースポーツの普及や町民のニーズに応える各種教室を実施してまいります。 

社会教育施設及び社会体育施設につきましては、「洞爺湖町公共施設等総合管理計画」に基づ

いて誰もが安心して利用することができるよう適切な維持管理に努めつつ、洞爺湖町教育行政

審議会からの答申を踏まえ、町民の皆さまの利便性を考慮しながら、施設の利用状況や老朽化

等の状況等も勘案し、施設の集約・統合も含めて施設のあり方についての検討を行ってまいり

たいと考えております。 

 

 以上、令和７年度の主要な方針を申し上げました。 

教育委員会といたしましては、子どもたちがふるさとへの誇りや愛着を持ち、自らの夢や希

望に向かって未来を担う人材へと成長していくことができるよう、学校、家庭、地域はもとよ

り、関係機関等との連携を深めるなど、子どもの学びを支える体制を強化するとともに、町民

の誰もが豊かに学ぶことのできる生涯学習環境のより一層の充実・発展に向け全力で取り組ん

でまいります。 

議員各位並びに町民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 



(千円）

款 項 目 本年度 前年度 比較 増減の主な内容

122,194 127,213 △ 5,019

教育委員会費 1,614 1,632 △ 18

事務局費 30,264 28,321 1,943 育英資金の基金積立金の増

諸費 89,615 94,305 △ 4,690 会計年度任用職員等の減

教員住宅管理費 701 2,955 △ 2,254 解体工事等の減

189,792 79,973 109,819

小学校管理費 179,936 58,810 121,126 工事請負費及びＰＣ購入費等の増

教育振興費 9,856 21,163 △ 11,307 消耗品費の減

136,987 62,564 74,423

中学校管理費 117,382 47,049 70,333 工事請負費及びＰＣ購入費等の増

教育振興費 19,605 15,515 4,090 教科書改訂に伴う消耗品費の増

84,888 68,737 16,151

社会教育総務費 8,644 8,482 162

社会教育奨励費 7,065 8,697 △ 1,632 備品購入費・賃借料等の減

社会教育施設費 48,173 44,438 3,735 会計年度任用職員の人件費の増

図書館費 5,277 4,891 386

文化財費 15,729 2,229 13,500 栄遺跡発掘調査業務費の増

92,418 88,138 4,280

体育奨励費 2,287 2,189 98 スポーツ事業費の増

体育施設費 13,419 12,929 490 幼児用プール塗装による増

給食施設費 76,712 73,020 3,692 給食費補助金の増

予算額

3,105

6,800

2,606

4,852

1,687

3,100

2,943

67,900

5,709

1,452

4,030

13,200

6,050

21,670

34,904

3,250

7,150

2,545

1,944

1,971

5,170

484

588

9,112

中学校管理事業 学校施設空調設備改修工事

小学校ＩＣＴ環境整備事業 教育用タブレット端末購入

中学校ＩＣＴ環境整備事業 教師用パソコン購入

中学校ＩＣＴ環境整備事業 教育用タブレット端末購入

中学校管理事業 虻田中学校改修工事実施設計業務委託料

中学校管理事業 虻田中学校教室及びトイレ改修工事

虻田小学校地下タンクライニング工事

洞爺地区等高校生通学費等助成事業 高校への通学費、下宿等の助成金

小学校管理事業 虻田小学校体育館中央仕切りネット整備工事

小学校ＩＣＴ環境整備事業 教師用パソコン購入

学校給食センター運営事業 学校給食賄い材料費補助金

学校施設空調設備改修工事

社会教育奨励事業

●令和７年度の主な事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育推進事業 ＡＩドリル利用料

小学校管理事業 とうや小学校トイレ洋式化工事

小学校管理事業

角型二重食缶取替更新（ご飯用）学校給食センター運営事業

文化財保存整備事業 栄遺跡発掘調査事業の業務
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教育総務費

社会教育費

地域未来塾事業の実施

町立中学校制服等購入費助成金

事務事業名

小学校管理事業

学校給食センター運営事業

小学校管理事業

概　　　　　　要

教育費

町内小学校防犯用カメラ等設置業務委託料

ICT遠隔教育事業　町内中学生を対象とした遠隔双方向ライブ授業の実施

虻田高等学校支援事業

小学校管理事業

虻田高等学校に対する生徒募集等支援（入学支援金、制服購入費の助成等）

４　令和7年度の教育費等予算（当初）

保健体育費

小学校費

中学校費

中学校制服等購入助成事業

蒸気配管漏水修繕

社会教育奨励事業 ふるさと・ふれあい・フレンドーツアー

社会教育奨励事業

虻田小学校特別支援教室改修工事



 

 

 

 

Ⅱ 学校教育 



普通 特別

虻田小学校 6 5

洞爺湖温泉小学校 4 3

とうや小学校 6 2

小学校合計 16 10

虻田中学校 3 4

洞爺中学校 3 0

中学校合計 6 4

（名）

学校名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

25 35 25 24 22 26 157

18 25 35 25 23 23 149

3 8 3 11 5 5 35

6 3 8 3 10 5 35

12 12 10 15 7 10 66

14 12 12 9 15 9 71

40 55 38 50 34 41 258

38 40 55 37 48 37 255

22 43 41 106

31 23 44 98

11 10 5 26

10 11 10 31

33 53 46 132

41 34 54 129

学校名 電話番号

76-2015

75-2476

82-5051

82-5052

令和６年度

令和７年度

令和６年度

洞爺町401-14

76-2051

昭和22年5月1日

昭和22年5月23日

令和７年度

昭和5年10月1日

学級数

月浦44-40

洞爺町59-7

入江190‐8

令和６年度

令和７年度

２　児童・生徒数一覧

令和７年度

（令和7年5月1日現在）

令和６年度
洞爺湖温泉小学校

とうや小学校

令和６年度

令和７年度
中学校合計

平成18年4月1日

虻田中学校

洞爺中学校

虻田小学校

小学校合計

１　洞爺湖町立小・中学校一覧

令和６年度

令和７年度

令和６年度

令和７年度

開校年月日住　　所

栄町59‐1 明治17年9月26日

-11-
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３ 学校紹介  虻 田 小 学 校  

 ＜校   章＞ 

          雪の結晶を６つの「北」 

         で表し、穏やかな内浦湾を 

象徴している。 

        北国の厳しさの中で、心 

豊かな人間形成に励む虻田 

小学校を表している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

所在地 洞爺湖町栄町５９－１ 

℡ ０１４２－７６－２０１５ 

校長名 
細 野 輝 彦 

（令和７年４月赴任） 

教職員数 ２０人（本務者） 

学級数 

普通 ６学級 

特支 ５学級 

（知的１、情緒３、病弱１） 

児童数 １４６名（内特支１２名） 

＜沿  革＞ 

明治１７年 ７月 第一虻田小学校設立 
明治３４年 ９月 虻田第一尋常小学校に改称 
明治３５年 ５月 虻田第二尋常小学校を開設 
大正１０年 ３月 第二尋常小学校を統合し、虻田尋常高等小 

学校と改称 
昭和１１年１２月 新校舎が現在地に落成 
昭和２２年      虻田小学校に改称 
昭和２４年 ３月 伊達高等学校定時制虻田分校併置 
昭和４１年 ４月 給食センター併設。学校給食開始 
昭和５９年 ９月 開校 100 周年記念式典挙行 
昭和６１年１１月 新校舎完成、校舎引渡し 
平成１２年 ４月 有珠山噴火に伴い「豊浦教室」「長万部教室」 

開設（4 月 17 日～5月 28 日） 
平成２２年 ９月 中庭に「太陽光発電」設備設置 
平成２４年 ４月  フッ化物洗口開始 
平成２６年１０月 開校 130 周年記念集会・式典挙行 
平成２９年 ８月 高学年用机・椅子入替（新 JIS 規格） 
令和 ３年 １月 GIGA スクール構想に関わり、児童１人に 1台 

のタブレット端末導入 
令和 ６年 4 月 胆振教育研究所委託・町教研指定研究校 

           病弱特別支援学級開設 
           校内に学童「風っこ」が新設 

＜虻田小学校の特色＞  

本校は、本町地区に位置し、町役場・洞爺駅に隣接している。明治１７年に創立し、今年で１４１年目

を迎える。 

学校周辺には、噴火湾、有珠山、洞爺湖があり自然に恵まれており、本校では、生活科や総合的な

学習の時間などを活用して環境教育やふるさと教育に力を注いでいる。 

また、ＩＣＴ機器やタブレット端末を積極的に活用して、個別最適な学びや協働的な学びを進

めるなど、学力向上と学びの保障に取り組んでいる。 

＜令和７年度重点施策の取組＞ 

◇学校経営の方針  

「自他を尊重し、共に幸せな生き方を追求する子供の育成：学校の最上位目標」 

 ～10 年後の子供たち・地域・私たちの姿（ウェルビーイング）を見据えて～ 

  スローガン 明日も来たい学校に 

 

◇学校経営の重点 

 ◎ウェルビーイングの視点を意識して 

(1)教職員一人一人の高い経営参画意識に裏打ちされた協働体制の確立 

(2)地域の力を生かし、地域に根差した創意ある教育課程の編成と実施 

(3)心のふれあいを大切にする学級経営の充実 

(4)豊かな感性と思いやりの心を育み、健康で安全に生活できる態度を養う環境作り 

(5)「わかる喜び、できる楽しさを実感できる」授業力の向上 

(6)家庭・地域社会との連携を強化し、開かれた学校運営の推進 

＜まず学校の取組が、家庭や地域から認められ、信頼されること＞ 
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洞 爺 湖 温 泉 小 学 校  

           

          

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地 洞爺湖町月浦４４－４０ 

℡ ０１４２－７５－２４７６ 

校長名 柴 田 暦 章 

（令和４年４月赴任） 

教職員数 １６人（本務者） 

学級数 普通 ４学級（複式２学級） 

特支 ３学級（自・情）（知）（病・弱） 

児童数 ３５名（内特支６名） 

 

＜校   章＞ 
外かくの六角形は「北」であり、二
辺はそれぞれ「水」である。 
中の円は「山」であり、温泉である。 
中央は「洞」であり校名を表す。 
※昭和２１年２月１１日制定 
 
北…風にも雪にもどんな苦しみに

も負けない強い北国の子ども 
山…朝日・夕日に映える山のよう 

に、どんなことにも動じない、 
落ち着いた子ども 

洞…澄みきった湖水のように美し
く清らかで心の豊かな子ども 

＜洞爺湖温泉小学校の特色＞  

「たくましさ、ゆたかさ、かしこさ」の学校目標の下、知徳体のバランスの取れた教育を目指し、小規模校の

利点を生かしながら、異年齢集団の活動、小集団での学習、ＩＣＴを活用した学習等、一人一人に対応した、

きめの細かい指導を行っている。 

また、自然豊かな学習環境に恵まれた地域であることから、地域教材や人材を活用したふるさと教育、環

境教育、安全教育にも力を注ぎ、児童の豊かな心を育む体験的な学習活動を数多く展開している。 

＜令和７年度重点施策の取り組み＞ 
 

【学校経営の基本理念】 

全ての子どもたちの可能性を引き出す学校づくりの推進 
 

【学校経営の基本方針】 

ふるさとに誇りをもち、自ら学び続ける子どもの育成 
 

【重点指導】 

（１）へき地複式校の特性を活かした学校経営、学年・学級経営、授業づくりに努める。 

（２）地域の自然や文化、観光産業等の教育資源を活用することにより、地域についての理解を深め、 

  郷土に対する愛情や誇りを育むふるさと教育・SDGs 教育の充実を図る。 

（３）学校・家庭・地域社会・関係機関との密接な連携により、持続可能な教育の実現に努める。 

 

＜沿  革＞ 
昭和 ５年１０月 虻田温泉尋常小学校開校 

昭和２２年 ５月 洞爺湖温泉小学校に改称 

昭和４３年 ３月 新校舎完成 

昭和５２年 ８月 有珠山噴火  

虻田小学校を仮校舎とする 

昭和５３年１０月 大規模泥流により児童１名行

方不明 

昭和５７年 ３月 災害復旧校舎完成 

平成１２年 ４月 有珠山噴火に伴い虻田小学

校と合同で「長万部教室」「豊

浦教室」開設  

８月 月浦地区に仮校舎完成 

平成１４年１０月 現在地に新校舎完成 

平成１９年 ４月 花和小学校を統合 

平成２１年 ４月 複式２学級開設 

平成２６年 ４月 複式２学級開設 

平成２７年 ４月 病弱学級開設 

平成３０年 ６月 コミュニティースクールの指定 

令和 ３年 １月 ＧＩＧＡスクール構想児童一人 

に１台のタブレット端末導入 

令和 ５年 ６月 ポロモイスタジアムで運動会 

を初開催 

令和 ７年 ３月 PTA 組織解散 
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と う や 小 学 校 

          ＜校   章＞ 

花型の外形は､伝統ある四つ 

の小学校が融合しての誕生を 

表す。 

           中は、校歌に歌われる「洞爺 

湖・老三樹・羊蹄山」で形成 

され、大地にしっかりと立ち、 

未来に向けて両手を思い切り伸ばした姿を表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜とうや小学校の特色＞ 

所在地 洞爺湖町洞爺町５９－７ 

℡ ０１４２－８２－５０５１ 

校長名 羽 根 秀 哉 

（令和６年４月赴任） 

教職員数 １８人 

学級数 普通 ６学級 

特支 ２学級（自･情）（知） 

児童数 ７３名（内特支６名） 

＜沿  革＞ 
 ・洞爺小学校（明治２５年開校） 

 ・成香小学校（明治３３年開校） 

 ・香川小学校（明治３３年開校） 

 ・大原小学校（明治４１年開校） 

 以上の４校が洞爺湖町発足時に統合し、平成１８年

４月に「とうや小学校」として開校。校舎は、旧洞爺小

学校（昭和４２年建設）を利用する 

平成２２年  北海道教育委員会委託事業 

「食育推進事業」実践中心校 

平成２３年１０月 管内教育実践奨励校 公開研究会 

平成２５年７月～  校舎・体育館耐震化工事 

平成２９年   コミュニティースクール運用開始 

令和 ３年１２月  北海道食育推進優良活動表彰 

令和 ４年 ９月 北海道へき地複式研究大会胆振大会 

       ファーストステージ公開研究会 

令和 ５年 ９月 北海道へき地複式研究大会胆振大会 

       ファイナルステージ公開研究会 

令和 ７年 ４月 洞爺中学校教諭による乗り入れ授業

を音楽、理科、外国語の 3 教科で開

始する。 

 

＜とうや小学校の特色＞  

児童数の減少から高台３校と下台１校を統合し、ひらがなの「とうや小学校」として平成1８年に開校し

た。温暖な地域であることから、花壇づくり・野菜つくり等の栽培活動を取り入れている。食育を積極的

に進め、食に関する指導では保護者や地域生産者の協力を得て、本物に触れる中で食に対する正しい

知識と望ましい食習慣の形成を図っている。 

家庭も地域も、学校に対して愛情が深く、また、教育活動に極めて協力的である。児童は落ち着き、

挨拶も大変よく、きまりを守る心や態度がしっかり身に付いている。 

                                         

                                           

                                           

                                           

                                           

 

＜令和７年度の学校経営方針＞ 

『みんなが笑顔で安心できる学校づくり』 

～少人数・洞爺地区のメリットを最大限に生かして～ 

 子どもたちが、生まれ育った故郷の自然、文化、伝統を愛し、様々な人々とのつながりの中で

学び、人生や社会をより良くしていく思いを育むためには、様々な問題に主体的にかかわり、他

者と協働して問題解決に取り組む必要がある。そこで、育むべき子どもの資質・能力を明確にし、

家庭・地域と連携して、社会に開かれた環境とすることを目指している。 

 

＜育成を目指す資質・能力＞ 

・思いを伝える力 ・考えて行動する力 ・人を大切にする力 ・あきらめずにやり抜く力 

 

＜具現化に向けた取組＞ 

・確かな学力 ・豊かな心 ・健やかな体 ・幼保中・家庭・地域との連携・協働 

・働き方改革の推進 
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洞 爺 湖 町 立 虻 田 中 学 校 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

所在地 虻田郡洞爺湖町入江１９０ 

電 話 ０１４２－７６－２０５１ 

校長名 
鈴 木 恭 朗 

（令和５年４月赴任） 

教職員数 １７人（本務者） 

学級数 
普通３学級 

特支４学級（知、情２、病） 

生徒数 ９８名（内特支１０名） 

＜沿  革＞ 

昭和 22 年    5 月 虻田中学校開校 

昭和 25 年    １月 現在地に新校舎一期工事完成 

昭和 26 年    ２月 2 期工事完成 

昭和 42 年    ３月 鉄筋 2 階建校舎完成（1 線校舎） 

昭和 49 年 12 月 新校舎完成 

昭和 52 年    ８月 有珠山噴火避難住民受入 

平成   9 年  11 月 創立 50 周年記念式典 

平成 12 年       ４月 有珠山噴火のため、豊浦中と 

長万部中に「虻中温中合同仮設 

教室」開設 

９月  本校舎で授業開始 

平成 21 年     ７月  校舎・体育館一部改修工事 

平成 25 年     ３月          1 階階段手摺付け工事 

平成 25 年 10 月          蛍光灯破損による PCB 飛散事故 

平成 25 年 11 月   PCB 飛散事故による除染作業と 

虻田高校校舎借用 

平成 26 年 12 月   職員室・理科室・2 年教室・体育館 

 ～27 年 10 月   耐震化工事 

平成 29年(～平成31年)   北海道教育委員会ほっかいどう学力向上推進事業「授業 

改善等支援事業」拠点校 

平成 30 年 ６月  コミュニティ・スクール運用開始 

令和 3 年 １月  GIGA スクール構想、生徒 1 人１台タ

ブレット端末の導入 

＜令和７年度重点施策の取組＞ 
 
【経営の理念】  個に応じた手厚い支援および丁寧な指導とレジリエンスの醸成（２年次） 

～寄り添い 引き上げ 独り立ちさせ やがて地域を支える人材に～ 
 
【経営の重点】 

(１) 目指す学校像、求める生徒像を念頭に置いた日常的な支援と指導  
(２) 主幹教諭、加配教員、支援員配置を生かした学習支援、不登校生徒の支援 
(３) 業務改善と働き方改革の推進 
(４) 地域・家庭とのつながりを深めるための取組 

 
【指導の重点】 

(１) 限られた時間の中で、さまざまな言葉とツールを使い、分かりやすく、論理的に説明することができる 
資質・能力を身に付ける学習指導 

(２) 特別支援教育のノウハウを積極的に学び、特別支援学級並びに通常学級に在籍する特別な配慮を 
必要とする生徒に対する組織的な支援 

(３) 心理的安全性が保障され、安心して発言・行動・挑戦することができる環境づくり 

＜校   章＞ 

「三枚の柏木の葉」は心身

ともにすくすくと健やか

な成長を願う。「三本のペ

ン」は学問に励み、知識と

教養を身につけて欲しい

という願いを表す。 

 

＜虻田中学校の特色＞  

〇 内浦湾が広がる高台に位置し、校区には、令和 3 年 7 月 27 日にユネスコの世界遺産に登録された北海道・

北東北の縄文遺跡群の入江貝塚と高砂貝塚がある。 

〇 地域教材や人材を活用したふるさと教育や有珠山洞爺湖ジオパークを題材とした防災学習を展開している。 

〇 少人数指導、基礎力アップコンテスト、放課後学習等、創意工夫した学習指導を実践している。 

〇 部活動は生徒数減少の中、運動系と文化系の４部が活動を継続している。 
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洞 爺 中 学 校 

      ＜校   章＞ 

          三角形は「真理」を表し、 

         ２個重なる「六稜星」は雪の 

         結晶と洞爺湖の外輪山をイメ 

         ージ。中央の同心円は洞爺湖 

         を表し、「∴」は洞爺開拓に 

まつわる「三樹の教え」を象徴している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

洞 爺 中 学 校 

      ＜校   章＞ 

          三角形は「真理」を表し、 

         ２個重なる「六稜星」は雪の 

         結晶と洞爺湖の外輪山をイメ 

         ージ。中央の同心円は洞爺湖 

         を表し、「∴」は洞爺開拓に 

まつわる「三樹の教え」を象徴している。 

 

 

 

 

 

所在地 洞爺湖町洞爺町４０１－１４ 

℡ ０１４２－８２－５０５２ 

校長名 内 山 勇 一 

（令和６年４月赴任） 

教職員数 １１人（本務者） 

学級数 普通３学級 

生徒数 ３１名 

＜洞爺中学校の特色＞  

本校は、洞爺湖畔に面し緑豊かな自然に恵まれた教育環境にある。生徒たちは専業農家の多い高台地区

と会社員・自営業・公務員の多い下台地区に住み、高台地区からはスクールバスで通学している。保護者

や地域住民は本校への愛着も強く、教育活動には極めて協力的である。また、勤勉な保護者の姿を見てい

る生徒たちの学習意欲は高く、学校においても組織的に学力向上を図る取組を行っている。 

また、総合的な学習の時間では、地域の有珠山洞爺湖ジオパークを題材とした自然体験学習、防災学習

を展開し、ふるさと学習の充実を図っている。 

＜令和７年度重点施策の取り組み＞ 

【学校経営の基本方針・今年度の重点課題】 

○「自己指導能力」を育む自主・自律した生徒を育成する教育活動の創造（３つの C） 

・自分の夢や課題に新しい考えで探求的にチャレンジする生徒の育成（挑戦 Challenge） 

・ふるさとを愛し自分と相手の違いを大事にしてともに力を合わせる生徒の育成（協働 Collaboration） 

・見通しを立て自分の考えを伝えながら自己調整し、学校・まちづくりに関わる生徒の育成（調整 Control） 

 
○地域とともにある学校づくりと小中一貫教育、働きやすい環境づくりの推進 
（１）地域とともにある学校づくり 

① 家庭や地域と「目指す子ども像」の共有（ＰＴＡ、学校運営協議会） 
② 社会に開かれた教育課程の実現（自然体験学習、職業体験、福祉体験等） 
③ 学校支援ボランティア等の活用 

（２）小中一貫教育の推進 
① とうや小学校と「目指す子ども像」「育成を目指す資質能力」の共有 
② 小中一貫校（又は義務教育学校）に向けた準備運営組織の発足および運営 
③ 小中乗り入れ授業、部活動指導交流の実施（とうや小学校との要協議） 

（３）働きやすい環境づくり 
① 校務 DX 等による働きやすい職場づくりへの意識改革の推進 
② 日常業務の効率化の推進（小さな取組の積み重ね重視～定時退勤の徹底など） 
③ 部活動の地域移行に向けた教育委員会との協働の推進 

＜沿  革＞ 
昭和 22 年 5月 洞爺中学校開校（洞爺小に併置 成香分校・

富丘分校） 

昭和 23 年３月 富丘分校独立 

昭和 24 年４月 成香中学校独立 

昭和 25 年２月 新校舎新築落成 

昭和 44 年１月 寄宿舎新築落成 

昭和 48 年４月 富丘中統合（スクールバス運行開始） 

昭和 56 年４月 成香中統合 

昭和 57 年１月 新校舎新築移転 同年 11 月 体育館完成 

平成 14 年度  文科省「豊かな体験活動推進地域」 

推進校指定（14・15 年度） 

平成 17 年度  胆振教育研究所委託・村教研研究指定校 

平成 24 年度  胆振教育研究所委託・町教研研究指定校 

平成 29 年度  コミュニティスクール運用開始・開校 70 周年 

平成 3 年度  胆振教育研究所委託・町教研研究指定校 

令和 4 年度  北海道ふるさと教育観光教育等実践協力校 

令和 5 年度  北海道ふるさと教育観光教育等実践校 

胆振教育研究所委託・町教研研究指定校 
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４ 特別支援学級在籍状況 
                                          （名） 

 令和６年度（５月１日現在） 令和７年度（５月１日現在） 

知 

的 

肢 

体 

病 

弱 

情 

緒 

弱 

視 

難 

聴 

 

 

知

的 

肢

体 

病

弱 

情 

緒 

弱 

視 

難 

聴 
 

虻田小 ３ － １ ８ － －  ４ － １ ７ － －  

洞爺湖温泉小 ２ － １ ３ － －  １ － １ ４ － －  

とうや小 ２ － － ２ － －  ２ － － ４ － －  

虻田中 ２ － １ １１ － －  ２ － １ ８ － －  

洞爺中 － － － １ － －  － － － － － －  

 

５ 就学援助状況 
○受給対象者数                                令和７年５月１日現在   （名） 

 区分 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 

小学校 

要 保 護 １ － １ － － － ２ 

準要保護 ４ ４ ８ ５ ８ ６ ３５ 

特別支援 ３ １ ６ ５ ６ ２ ２３ 

中学校 

要 保 護 － ４ ２    ６ 

準要保護 １０ ８ １０    ２８ 

特別支援 １ ４ ５    １０ 

合計 

要 保 護       ８ 

準要保護       ６３ 

特別支援       ３３ 

 

６ 育英資金 
○洞爺湖町育英基金貸付 

１．育英資金の種類 

          育英資金の種類 

区  分 

奨学資金貸付金

（月額） 

入学時一時金 

貸付金 
入学時給付金 

高等学校・中等教育学校（国公立） １２，０００円以内 ２００，０００円以内 ８０，０００円 

高等学校・中等教育学校（私立） １２，０００円以内 ３００，０００円以内 ８０，０００円 

高等専門学校 １５，０００円以内 ３００，０００円以内 ８０，０００円 

専修学校・大学（短大含む） ２１，０００円以内 ５００，０００円以内 １５０，０００円 
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 ２．対象 

   ①奨学資金貸付金 ・・・ 保護者等が洞爺湖町に住所を有し、勤勉かつ素行善良な学生（高校 

生・大学生） （※学生本人に対し、毎月一定額を貸付） 

   ②入学一時金貸付金・・・ 学資金貸付対象の学生をもつ保護者 

                    （※保護者を対象に、入学時に係る準備資金として貸付） 

   ③入 学 時 給 付 金・・・ 保護者等が洞爺湖町の住所を有し、学業が優秀かつ素行善良で家計で 

学費を支出することが困難な学生 

    ※１世帯で奨学資金貸付金、入学時一時金貸付金及び入学時給付金の育英資金を重複して利用 

可能。 

 

 ３．貸付等条件 

  （1）奨学資金貸付金及び入学一時金貸付金（返還必要） 

   ①親権者等の世帯所得が基準以下（生活保護世帯基準の 1.3 倍以下） 

   ②貸付金は原則無利子 

   ③貸付期間は、正規通常修学期間以内 

   ④貸付期日 ・奨学資金貸付金・・・毎月 

             ・入学一時金貸付金・・・原則入学月の前月末 

  （2）入学時給付金（返還不要） 

    同居の世帯員全ての収入の合計金額が基準以下（生活保護世帯基準の 1.3 倍以下） 

    （令和元年度入学者より世帯全員の所得金額を基準とする） 

 

 ４．貸付金返還 

   ①奨 学 資 金 貸 付 金 ・・・ 貸付期間終了の 6 ヶ月後から修業年限の 2倍の期間内に返還 

      ※返還期間中において、借受者本人の収入が２５０万円以下、又はその見込みである者 

※返還期間中において、借受者本人が非正規雇用の雇用形態である者、又はその見込みであ

る者 

       上記２つの※印のいずれかに該当する場合の奨学資金貸付金の返還にあっては、令和３年４

月１日以降に返還すべきとして計画していた返還金の月額の２分の１（１円未満切り捨て）の

額を免除する。 

   ②入学時一時金貸付金 ・・・ 貸付期間終了の 6 ヶ月後から就業年限に相当する期間内に返還 

 

 ５．新規貸付件数の推移 

令和５年度 令和６年度 

学資金（奨学

資金貸付金） 

入学一時金 

貸付金 

入学時給付金 学資金（奨学

資金貸付金） 

入学時一時金

貸付金 

入学時給付金 

２件 ０件 ０件 ０件 ４件 ７件 
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７ その他の支援状況 

○特別支援教育支援員等の配置状況（令和７年度当初）                         （名） 

区 分 
虻 田  

小 学 校  

洞爺湖温泉 

小 学 校  

と う や  

小 学 校  

虻 田  

中 学 校 

洞 爺  

中 学 校  

特 別支援教育 

支 援 員 
１ － － － － 

学 習 

支 援 員 
１ １ １ １ １ 

特 別支援学級 

介 護 員 
１ １ １ － － 

ス ク ー ル 

カ ウ ン セ ラ ー 
１ 
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８ 学校給食 
  洞爺湖町の学校給食は、未来を担う児童・生徒の心身の健全な発達に必要な学校給食摂取基準を満た

した栄養バランスのとれた給食提供を行い、体位向上のみならず、正しい食事のあり方やマナー、食の知識

や望ましい食習慣の形成に努めています。また、食を通じた学習として、選んで食べる楽しさや自分にあった

必要量を学ぶ事を目的に、セレクト給食を実施しています。この他、学校では食育の一環として、地元生産

者や食品業者の方の授業を行い食への関心・理解を高め、地場産品の大切さ郷土愛心を育むよう努めると

ともに、保護者向け試食会を行い給食への理解を深める行事を行っています。また、食物アレルギーによる

喫食事故を未然に防ぐべく、学校生活管理指導表に基づき、誤飲、誤食のない安心で確実な食物アレルギ

ー食に対応した給食（除去食・代替食・代替飲料）を提供しています。衛生管理面に関しては、道保健所の現

地指導の他に、ＨＡＣＣＰ（ハサップ）の衛生管理運用の徹底に努め、児童・生徒へ安心・安全な給食提供を

図るとともに、１食当り主食（米飯又はパン、めん類）＋１汁２菜を概ねの基本内容として、副食についても地

場産品の野菜、水産物の使用に努めながら、できるだけ加工食品に頼らない手作りとするなど学校給食内

容の充実に努めています。 

 

給食センターの概要 

名   称 虻田給食センター 洞爺給食センター 

所 在 地 泉 43 番地 15 洞爺町 416 番地 5 

電話番号 ７６－２６７２ ８２－５５６３ 

建設年月日 昭和 59 年 11 月 平成 12年 12 月 

建物面積 400 ㎡ 750.94 ㎡（内給食センター392.66 ㎡） 

厨房面積 240 ㎡ 200 ㎡ 

構 造 鉄筋コンクリート造 鉄骨造 

調理能力 800 食 300 食 

 

給食対象学校数及び人数                           （令和７年４月１日現在）   （名） 

区 分 学校数 児童・生徒数 教員他 小計 給食センター 合 計 

小学校 ３ ２２８ ５４ ２８２  ２８２ 

中学校 ２ １２６ ３１ １５７  １５７ 

その他 １ １２ ６ １８ ９ ２７ 

計 ６ ３６６ ９１ ４５７ ９ ４６６ 

 

給食内容 

区   分 
給食費（円） 主   食 

１人１食当たり 米 飯 パン・めん類 

小学校 ２６０ 
週３回～４回程度 週１回～２回程度 

中学校 ３００ 

 

児童・生徒 1人当たりの学校給食摂取基準 

 

区分 
熱量 

 (kcal) 

蛋白質 

     (g) 

鉄 

(mg) 

脂肪 

( %) 

ｶﾙｼｳﾑ 

(mg) 

塩分 

(g) 

ビ  タ  ミ  ン 食物 

繊維 

ｇ 

A  

( I U) 

B 1 

( m g) 

B 2 

( m g) 

C 

( m g) 

小学校 650 13～20 3.0 25～30 350 2.0 未満 220 0.40 0.40 25 4.5 

中学校  830 13～20 4.5 20～30 450 2.5 未満 300 0.50 0.60 35 7.0 



 

 

 

 

 

Ⅲ 社会教育 
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１ 令和７年度社会教育推進事業 
 

（１）家庭教育の主な事業 
事 業 名 実施時期 内  容 開催場所 備 考 

早寝早起き朝ごはん運動  
７月～８月 

１２月～１月 

子どもたちの健やかな成長

のため、生活リズムの向上

を目指す。 
  

ブックスタート事業 ５月～２月 

生後７か月の乳児を対象に

健診時に絵本の読み聞か

せや本の贈呈を行う 

健康福祉センタ

ー他 
 

子育てセミナー ５月～２月 

子どもの成長と発達、遊び

や親子関係など講師から学

び、情報交換、仲間づくりの

場となるよう支援 

さわやか  

 

（２）少年の学びの主な事業 

事 業 名 実施時期 内  容 開催場所 備 考 

とうや湖ＧＥＮＫＩＤＳ ５月～３月 

小学４年から中学生を対象

に、体験活動を通じて主体

的に考え行動できる力を育

てる 

縄文まつりや

冬の散策の集

いなど 

 

第２９回ふるさと・ふれあい・フ

レンドリーツアー 

（受入） 

7月25～28日 
友好都市（香川県三豊市）と

の小学６年生の相互交流事

業 

町内 

 
（訪問） 

11月21～24日 

香川県三豊市

内 

地域未来塾 
常設 

（通年） 

小中学生を対象に地域住民

等の協力による学習支援の

実施 

ウトゥラノ、洞爺

総合センター 
 

ICT遠隔教育事業 ８月～２月 
東大生による、高校受験に

向けた学習事業 

ウトゥラノ、洞爺

総合センター 
 

洞爺湖町少年の主張大会 ６月３日 
各中学校から代表３名、計６

名による弁論大会 
洞爺湖町役場 

町青少年健

全育成連絡

協議会主催 

少年の主張胆振地区大会 ７月９日 

洞爺湖町少年の主張大会に

おいて、最優秀賞受賞者（１

名）が参加 

むろらん広域

センタービル 

 

胆振総合振

興局主催 

 

（３）成人・高齢者の学び・自主学習と人づくりの主な事業 

事 業 名 実施時期 内  容 開催場所 備 考 

洞爺湖町二十歳のつどい １月１１日 
新しい門出をお祝いする二

十歳のつどいの開催 
洞爺湖町役場  

いきいき学園（高齢者大学） 通 年 
６０歳以上の町民を対象とし

て、生きがいのある多様な

町内（一部町

外） 
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学習活動の実施 

人づくり育成事業 通 年 

地域社会を担う人材を育成

し、本町の地域活性化に繋

げる事業 

―  

 

（４）読書活動の推進の主な事業 

事 業 名 実施時期 内  容 開催場所 備 考 

読書感想画 ・読書紹介文 

募集事業 
１０月～１１月 

図書施設等の図書を利用し

て感想画・紹介文を募集し、

読書活動の推進を図る。 

 

洞爺湖ロー

タリークラブ

との共催 

読み聞かせサークル支援事

業 
４月～３月 

読み聞かせサークル「ピノ

キオ」、「絵本の玉手箱」によ

る読み聞かせの開催。 

あぶた読書の

家、母と子の館

他 

 

北海道日本ハムファイターズ

読書促進全道キャンペーン 

７月２６日～ 

８月２４日 

図書館を利用する児童数の

増加、貸出冊数の増加を図

る。 
  

 

（５）男女共同参画計画の推進の主な事業 

事 業 名 実施時期 内 容 開設場所 備 考 

講演会（きずな学級） ８月２７日 

男女共同参画計画を推進す

るための講演会・研修等を

開催 

洞爺湖町役場 

 

洞爺湖町男女共同参画計画

の推進 
通 年 

様々なテーマにより男女を

問わず、学ぶ機会とする講

演会等の実施 

洞爺湖町役場 

 

 

（６）地域学校協働活動の推進の主な事業 

名  称 実施時期 内  容 開催場所 備 考 

学校支援地域本部事業 通 年 
地域全体で学校教育を支援

する体制づくりを推進 
 

 

学校支援ボランティア活動推

進事業 
通 年 

町民が培った豊富な経験、

知識及び技術・技能を学校

支援ボランティアとして登録

し、積極的な活動を図る 

各小中学校 

 

 

（７）文化の振興の主な事業 

事 業 名 実施時期 内  容 開催場所 備 考 

団体の組織強化と事業の活

性化に向けた支援 

 

通 年 

一般町民、芸術文化団体等

関連団体の文化祭などの活

動支援 

  

洞爺湖芸術館管理運営事業 
４月１日～

１１月３０日 

町所蔵作品の管理。常設

展・特別・、コンサートの開

催による芸術文化の振興 

洞爺湖芸術館  
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役場ロビー展 通 年 

町内の個人・団体の作品展 

絵画・書画・写真・花・盆栽・ 

人形など、町民の身近な作

品発表の場として役場ロビ

ー展を開催 

洞爺湖町役場

ロビー（本庁ロ

ビー） 

 

美術見学会 １０月 美術館・博物館等 町外  

 

（８）文化財の保存・活用振興の主な事業 

名  称 実施時期 内  容 開催場所 備 考 

町内学校と連携した文化財の

学習 
通 年 

各学校と日程を調整し、郷土

資料館の見学や資料学習を

実施 

郷土資料館等 

 

 

（９）世界文化遺産の保存と活用の主な事業 

事 業 名 実施時期 内  容 開催場所 備 考 

世界遺産普及・活用推進事業 ４月～３月 
世界遺産について理解を深

めるよう、研修会等を実施 

入江・高砂貝塚

館他 
 

子供の日縄文体験 ５月５日 

縄文文化に親しんでもらい

理解を深めてもらうため子

どもの日に開催 

入江・高砂貝塚

館 
 

子供の日縄文遊びフェスタ in

とうや湖 
５月１０日 

縄文文化に親しんでもらい

理解を深めてもらい、環境

教室など親子ともに学べる

よう子どもの日に開催 

母と子の館 

洞爺湖レクリ

エーションク

ラブ・産業振

興課 共催 

夏休み縄文体験 
８月１日～８

月３日 

勾玉づくり、鹿角アクセサリ

ーづくりなどの縄文体験 

入江・高砂貝塚

館 
 

とうや湖縄文まつり 
９月２０日 

９月２１日 

縄文講演会、縄文演奏会、も

の作り体験など 
入江貝塚公園  

とうや湖縄文世界遺産講座 １１月 縄文講演会開催予定 
入江･高砂貝塚

館予定 
 

文化財防火デー １月２５日 

火災時の避難訓練を通じ、

有事の対処法や防火、文化

財保護に関することを学ぶ 

入江･高砂貝塚

館 
 

町内学校と連携した考古学

講座 
５月～１１月 

町内の各学校を対象にした

縄文文化の講話、体験学

習、課外学習など 

町内各学校、入

江・高砂貝塚館

他 
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（１０）健康づくりスポーツ活動の推進の主な事業 

事 業 名 実施時期 内  容 開催場所 備 考 

夏休み水泳教室 ８月６～９日 

小学校低学年を対象に水に

親しみ、基本的な泳法の習

得を目的に実施する。 

洞爺湖町プー

ル 

協力：とうや

湖水泳協会 

スポーツ教室 

（かけっこ教室） 
５月１１日 

講師を招き、正しい走り方

の講習と実践 

洞爺中学校体

育館 

 

スポーツまつり １０月 
マラソン、ウォーキング、モ

ルックの実施 

母と子の館周

辺 

 

モルック教室 第４木曜日 モルック あぶた体育館 
 

軽スポーツ教室 ９月～１１月 
ヨガ等の教室を洞爺地区、

虻田地区各２回実施 
 

 

初心者スキー教室 
１月～２月 

（４回） 

小学校１～４年生を対象とし

た初心者向けのスキー 
ルスツリゾート 

協力：スキー

連盟 

町民スノーシュー散策 ２月 

自然と親しむとともに洞爺湖

町の自然を学ぶため、スノ

ーシューの体験を実施す

る。 

  

 

（１１）洞爺湖町内指定文化財 

指定 

区分 
種別 名  称 指定年月日 説  明 

国 史跡 入江・高砂貝塚 

昭和６３年 ５月１３日 

平成１４年 ３月１９日 

平成１４年１２月１９日 

平成２３年 ９月２１日 

縄文時代前期～晩期（約 5,000～

2,500 年前）につくられた貝塚、竪

穴住居跡、墓跡が見つかってい

る。縄文時代の暮らし、精神文

化、埋葬の変遷を知る上で貴重。 

道 
有 形 

文化財 
入江馬頭観世音碑 平成 ４年 ３月３１日 

文化元年（1804 年）、官営牧場を

幕府に建議し、裁可を得て翌文化

２年（1805年）6月5日「有珠虻田

牧場」の開場式を行う。牧場創立

を記念し、馬の加護を祈って福井

政之助と村田卯五郎が願主とな

り、馬頭観世音碑を建立する。 

道 
有 形 

文化財 
入江貝塚出土品 平成２６年３月３１日 

入江貝塚出土の縄文時代骨角牙

貝製品。北海道における先史時

代の狩猟、漁撈活動や装身文化

など、その生活実態を具体的に

知ることができる資料であり、学

術的な価値は極めて高い。 
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町 
無形民俗

文化財 
月浦獅子舞 昭和４４年 ９月２０日 

明治 33 年月浦神社建立を機に、

香川県神田に伝わる獅子舞を取

り入れて始められた。18 の舞で

構成されている。 

町 史跡 入江馬頭観世音碑群 昭和５５年１０月 ３日 

入江馬頭観世音碑（道指定）の周

囲には明治以降も50基の碑が立

てられた。 

町 史跡 大磯馬頭観世音碑群 昭和５５年１０月 ３日 

文政５年（1822 年）の有珠山噴火

は、村田卯五郎をはじめとする

100名前後の人たちが死亡。牧場

の多くの馬も焼失、父母や大勢の

牧場関係者が死亡した。その他、

崖から転落死した馬も多くあった

と伝えられている。２代目小太郎

（初代小太郎の長男、長太郎）が

牧場関係者や馬の追善と供養を

祈ってこの碑を建立したと思われ

る。 

町 
有 形 

文化財 

史跡入江・高砂貝塚9号

環状列石出土の遺物 
平成１５年 ８月２６日 

縄文時代晩期。環状列石に掘ら

れた穴の中から土偶と土器 3 点

が出土し、土器にはベンガラや魚

骨貝殻片が入れられていた。周

辺には同時期の墓址も数多く見

つかっていることから、墓前祭祀

を行っていたと考えられる。 

町 
無形民俗

文化財 
曙獅子舞 平成 ２年 ６月 ８日 

明治 22 年に香川県から湖畔・曙

地区に入植し、獅子舞が持ち込ま

れた。現在までほぼ姿を変えず

に継承されている。 

町 
有 形 

文化財 

洞爺村移住開拓記録「岩

倉日誌」 
平成 ９年１０月１３日 

岩倉三代吉氏が明治20年に香川

県から北海道移住を受け、昭和 2

年に死去するまで書きつづられ

た開拓記録日誌 

町 
無形民俗

文化財 
香川獅子舞 平成１７年 ９月３０日 

明治36年香川地区に移住した人

たちにより香川県財田に伝わる

獅子舞を導入して始められた。 
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２ 社会教育関係施設概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【虻田ふれ合いセンター】 
〔沿 革〕 

昭和５９年４月設置 

〔施設概要〕 

所 在 地  本町５８番地３  

電 話 番 号  ７６－２０４６ 

開 館 時 間  午前９時～午後９時 

休 館 日  １２月２８日から翌年１月３日 

建 設 面 積  ８９４．８８㎡  一階６４４．７６㎡ 二階 ２５０．１２㎡  

敷 地 面 積  １，５０３．１３㎡ 

構 造  鉄筋コンクリート造り２階建 

施 設 内 容  ホール 研修室 調理実習室 和室 

〔利用対象者〕  町民及び町外者 

〔利用状況〕  （Ｒ３） ６，６８４人    （Ｒ６） ６，２６０人 

（Ｒ４） ７，４３７人 

（Ｒ５） ５，８８１人 

 

 

【あぶた母と子の館】 
〔沿 革〕 

平成２年１０月設置 体育館は昭和５３年建設（平成元年譲渡） 

〔施設概要〕 

所 在 地  高砂町４４番地２  

電 話 番 号  ７６－２９３７ 

開 館 時 間  午前９時～午後９時 

休 館 日  毎週金曜日 １２月２８日から翌年１月３日   

建 設 面 積  体育館 996.86㎡ 研修室等 292.19㎡ 

敷 地 面 積  ２７，０００㎡ 

構 造  体育館・鉄骨造り 研修室・木造 

施 設 内 容  体育館 研修室 

〔利用対象者〕  町民及び町外者 

〔利用状況〕   （Ｒ３）  ６，５３０人   （Ｒ６） １１，３８８人 

（Ｒ４）  ８，３４９人 

（Ｒ５） １１，８０７人 
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【あぶた読書の家】 
〔沿 革〕 

昭和５６年２月設置 

平成２３年１１月  リニューアルオープン 

〔施設概要〕 

所 在 地  栄町６３番地  

電 話 番 号  ７６－２１００ 

開 館 時 間  午前１０時～午後４時３０分 

休 館 日  毎週木曜日 最終週の月曜日 

１２月２８日から翌年１月３日 

建 設 面 積  ３１３．８８㎡                

構 造  木造 

施 設 内 容  書架 一般閲覧室 幼児・児童閲覧室  蔵書数 ２９,０５２冊  〔利用対象者〕  町民 

〔利用状況〕  （Ｒ３）利用者数  ２，３６６人  貸出数 ５，６２３冊    

（Ｒ４）利用者数  ３，４８７人  貸出数 ６，９７６冊  

（Ｒ５）利用者数  ２，８３６人  貸出数 ６，６９５冊 

(Ｒ６) 利用者数  ２,６３０人  貸出数 ５，９９９冊 

        

【みずうみ読書の家】 
〔沿 革〕 

昭和５７年 ４月設置 洞爺湖温泉町１３１の旧国立公園管 

           理事務所を改修 

平成 ４年 ４月  洞爺湖温泉町１４２－１５４へ新築移転 

平成１２年 ３月  有珠山噴火の被害を受け休館 

平成１２年１２月  旧火山科学館へ移転設置 

平成２１年 ３月  サミット記念館に併設しリニューアルオープン 

〔施設概要〕 

所 在 地  洞爺湖温泉１４２番地１５４         電 話 番 号  ７６－２１００ 

開 館 時 間  午前１０時～午後３時    

休 館 日  毎週木曜日 １２月２８日から翌年１月３日  構 造  鉄骨造り １７５㎡ 

施 設 内 容  一般閲覧室 蔵書数 ９，６８９冊     〔利用対象者〕  町民 

〔利用状況〕  （Ｒ３）利用者数 １，２６０人  貸出数   １４７冊 

（Ｒ４）利用者数 ２，２４０人  貸出数   ４４２冊 

（Ｒ５）利用者数 ７，０２２人  貸出数   ３１０冊 

（Ｒ６）利用者数 ７，９２４人  貸出数   ３４３冊 
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【入江・高砂貝塚館】 
〔沿 革〕 

平成１０年４月２７日設置 

（旧虻田高校校舎跡地→母と子の館サブグラウンド） 

令和３年７月２１日 リニューアルオープン 

〔施設概要〕 

所 在 地  高砂町４４番地  

電 話 番 号  ７６－５８０２ 

開 館 時 間  午前９時～午後５時 

休 館 日  毎週月曜日、１２月２８日から翌年１月３日 

建 設 面 積  ４７８．３６㎡  

敷 地 面 積  ９７１㎡ 

構 造  （展示室）鉄筋コンクリート造り平屋一部2階、（体験学習室）木造平屋 

施 設 内 容  常設展示室 体験学習室 

〔利用対象者〕  町民及び町外者 

〔利用状況〕  （Ｒ３）４，５４７人   （Ｒ６）８，４７４人 

（Ｒ４）８，３８３人 

（Ｒ５）７，３８３人  

 

【虻田郷土資料館】 
〔沿 革〕 

昭和５２年４月 洞爺湖温泉町に設置（旧一二三ボウリング場を改修） 

平成１２年３月 有珠山噴火の被害を受け休館 

平成１６年４月１日設置（旧虻田町教育委員会庁舎を改修） 

〔施設概要〕 

所 在 地  高砂町４４番地  

電 話 番 号  ７６－５８０１ 

開 館 時 間  午前９時～午後５時 

休 館 日  毎週月曜日、冬期間（１２月１日から３月３１日 ）  

建 設 面 積  ２５７．６３㎡   

敷 地 面 積  １，９８４．５㎡ 

構 造  木造 

施 設 内 容  常設展示室（明治以降の民俗・写真資料） 

〔利用対象者〕  町民及び町外者 

〔利用状況〕  （Ｒ３）４，５７９人   （Ｒ６）７，３８１人 

 （Ｒ４）７，５４４人 

（Ｒ５）６，４７５人 
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【入江・高砂貝塚公園】 
〔沿 革〕 

平成１０年４月２７日供用開始（入江貝塚） 

令和 ３年７月２１日供用開始（高砂貝塚） 

〔施設概要〕 

所 在 地  入江１９０番地３１他 

電 話 番 号  ７６－５８０２ 

開 館 時 間  午前９時～午後５時 

休 館 日  毎週月曜日 

冬期間（１２月１日から３月３１日）   

建 設 面 積  貝塚露出展示施設（６３㎡）、 

竪穴住居復元施設（３７㎡）、トイレ（３１㎡） 

敷 地 面 積  ６５，４８５．９㎡ 

構 造  貝塚露出展示施設（鉄筋コンクリート造り） 

 竪穴住居復元施設（木造） 

 トイレ（木造） 

施 設 内 容  国指定史跡 

 

【あぶた体育館】 
〔沿 革〕 

昭和５１年１２月設置 

〔施設概要〕 

所 在 地  高砂町１８番地  

電 話 番 号  ７６－４６４１ 

開 館 時 間  午前９時～午後９時 

休 館 日  毎週月曜日 １２月２８日から翌年１月３日   

建 設 面 積  １，５１７．８４㎡ アリーナ８２０．１２㎡ 

構 造  鉄骨造り 

施 設 内 容  アリーナ プレーイングルーム 格技室（柔道場） 男女更衣室  

〔利用対象者〕  町民及び町外者 

〔利用状況〕  （Ｒ３） １２，５８７人   （Ｒ６）１８，５６５人 

（Ｒ４） １５，２０９人 

（Ｒ５） １７，５２０人 
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【洞爺湖町プール】 
〔沿 革〕 

平成元年１２月設置 

〔施設概要〕 

所 在 地  栄町６３番地４ 

電 話 番 号  ７６－５０２０ 

開 館 時 間  午前１０時～午後９時 

休 館 日  １０月１日から翌年５月３１日 

建 設 面 積  ８４０．２０㎡  水面積４００㎡ 

構 造  鉄骨造り 

施 設 内 容  一般用２５ｍ×１３ｍ 低学年用１５ｍ×３ｍ 

         幼児用１０ｍ×３ｍ 

〔利用対象者〕  町民及び町外者 

〔利用状況〕  （Ｒ３）     ０人 ※新型コロナウイルス感染症の影響により未開設 

（Ｒ４） １，４１３人 

（Ｒ５） ２，９５０人 

（Ｒ６） ３，０２６人 

 

【学校水泳プール】※未開設 
〔沿 革〕 

昭和４７年７月１３日設置 

〔施設概要〕 

所 在 地  洞爺町１３２番地１  

電 話 番 号  ８２－５１１１ 

開 館 時 間  午前９時～午後９時 

休 館 日  ９月１６日から翌年６月１９日 

建 設 面 積  １，０３１．６６㎡  水面積４００㎡ 

構 造  鉄骨造り 

施 設 内 容  一般用２５ｍ×１３ｍ 低学年用１５ｍ×３ｍ 

         幼児用１０ｍ×３ｍ 

〔利用対象者〕  町民 

〔利用状況〕  （Ｒ３）     ０人 ※新型コロナウイルス感染症の影響により未開設 

（Ｒ４）     ０人 ※未開設 

（Ｒ５）     ０人 ※未開設 

（Ｒ６）     ０人 ※未開設 
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【虻田テニスコート】 
〔沿 革〕 

平成１４年６月設置 

〔施設概要〕 

所 在 地  高砂町４４番地２ 

電 話 番 号  ７６－２９３７（母と子の館） 

（休館日は入江・高砂貝塚館） 

開 館 時 間  午前９時～午後９時 

休 館 日  １２月１日から翌年３月３１日 

敷 地 面 積  １６０㎡ 

構 造  オムニコート 

施 設 内 容  テニスコート２面 夜間照明９基 駐車場 

〔利用対象者〕  町民及び町外者 

〔利用状況〕  （Ｒ３）  ４０８人   （Ｒ６）  ２２２人 

（Ｒ４）  ５２０人 

（Ｒ５）  ３５９人 

 

 

 

【洞爺総合センター】 
〔沿 革〕 

昭和５１年８月３１日設置 

平成１９年３月１９日一部改修 

〔施設概要〕 

所 在 地  洞爺町１３２番地  

電 話 番 号  ８２－５１１１ 

開 館 時 間  午前９時～午後９時 

休 館 日  １２月２８日から翌年１月３日 

建 設 面 積  １，８２９．４８㎡ 

敷 地 面 積  ５，３１９．９９㎡ 

構 造  鉄骨造り 

施 設 内 容  集会室 和室 大会議室 小会議室 青年研修室 調理実習室  

〔利用対象者〕  町民及び町外者 

〔利用状況〕   （Ｒ３）   ４，１５１人   （Ｒ６）１０，０７１人 

        （Ｒ４）  ７，８４７人 

        （Ｒ５）   ９，３４４人 
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【洞爺湖芸術館】 
〔沿 革〕 

平成２０年４月設置（旧洞爺村役場を改修） 

〔施設概要〕 

所 在 地  洞爺町９６番地３ 

電 話 番 号  ８７－２５２５ 

開 館 時 間  ４月～１１月 午前９時３０分～午後５時 

休 館 日  毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日） 

１２月１日から翌年３月３１日 

建 設 面 積  ５２７．９２㎡   

１階３２５．８６㎡  ２階２０２．０６㎡ 

構 造  木造 

施 設 内 容  洞爺村国際彫刻ビエンナーレ作品、砂澤ビッキ彫刻作品、並河萬里写真及び初版本コレク

ションの展示 

〔利用対象者〕  町民及び町外者 

〔利用状況〕  （Ｒ３） ２，４０４人    （Ｒ６） ３，０７６人 

（Ｒ４） ５，１５３人 

（Ｒ５） ２，７２２人 
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